
QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化手順

この資料では、計4回に渡り、QGIS（バージョン3.10）を使ってGCOM-C(しきさい)のレベル２の海面水温
プロダクト（250m分解能）を読み込み、画像化する初歩的な方法を示します。

必要なデータをG-Portalで検索し、ダウンロードする操作については細かくは示しておりませんので、必要
に応じて下記の「G-Portalユーザ向け取扱説明書」をご参照下さい。

https://gportal.jaxa.jp/gpr/assets/mng_upload/COMMON/upload/GPortalUserManual_ja.pdf

2020/06/29 JAXA/G-Portalサポートデスク
z-gportal-support@ml.jaxa.jp
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ワークフローは以下の通りとなります。

QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化手順(STEP1-2).pdf
STEP1 前準備① ～QGISに読み込む陸地のデータを用意する～
STEP2 前準備② ～海面水温データをGeoTIFF形式として取得する～

QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化手順(STEP3-4).pdf
STEP3 取得したデータをQGISに読み込ませる
STEP4 画素データ（デジタル値）を海面水温に換算する

QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化手順(STEP5-6).pdf
STEP5 海面水温を色で表示する
STEP6 画像を調整して自分のデータとして保存する

QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化手順(付録).pdf
カラーランプの変更方法
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QGISを使ったGCOM-C(しきさい)プロダクトの画像化手順

STEP.1 前準備① ～QGISに読み込む陸地のデータを用意する～
STEP.2 前準備② ～海面水温データをGeoTIFF形式として取得する～



以下のサイトから背景画像として使用する陸地のデータ（QGISでデータを画像化
する際、陸地として背景に表示）をダウンロードする。
https://tapiquen-sig.jimdofree.com/english-version/free-downloads/world/

STEP.1 前準備① ～QGISに読み込む陸地のデータを用意する～
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https://tapiquen-sig.jimdofree.com/english-version/free-downloads/world/


ここをクリックし、右のような画
面が出たら、「ファイルを保存す
る」を選び、「OK」を押す。（お
使いのブラウザによって保存場所
が異なるのでご注意ください。）
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ファイルが保存された場所のフォルダを開き、「World_Countries.rar」というファイルを見つける。
次に、そのファイルをダブルクリックして展開する。すると、下記のようなファイルが出てくる。
（このうち「 World_Countries.shp」を後程使用する。）

・World_Countries.dbf
・World_Countries.prj
・World_Countries.sbn
・World_Countries.sbx
・World_Countries.shp
・World_Countries.shp.xml
・World_Countries.shx
・World_Countries_README.txt
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STEP.2 前準備② ～海面水温データをGeoTIFF形式として取得する～

「加工」ボタンを押す

１、QGISに読み込ませたいGCOM-C(しきさい)の海面水温データをG-Portalで検索する。
２、検索結果に表示されたら、欲しいデータの行にある「加工」ボタンを押す。
※この例では、周防灘付近を観測した250m分解能のデータを検索しました。
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「GeoTIFF」を選択し、
「加工要求」ボタンを押す。

しばらく待つと加工要求の受付メールが届き、その後、加工要求の完了
メールが届きますので、それに従いデータをダウンロードして下さい。 8



【以降のステップをご理解頂くためのポイント】

GCOM-C(しきさい)の海面水温データの各画素には、0～65535のいずれかの値が入っており、そ
れぞれは次のような意味を表しています。

・0～65531の値→これに0.0012を掛けて10を引くと※、実際の海面水温の値（℃）となる。
・65532の値→計算がうまくいかなかったことを表す。（目ですぐ分かるほどの量はありません）
・65533の値→雲が掛かっていることを表す。
・65534の値→陸地であることを表す。
・65535の値→衛星の観測範囲外などを表す。

これらのことから、実際に取り扱うべきデータは、0～65531の値が入っている画素であり、次の
ステップではこれらの値だけを使って海面水温の値に変換する方法を説明します。
また、その次のステップでは、そうして得られた画像に色を着けて実際の温度分布を見やすくする
方法を説明します。
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※他のプロダクトの換算係数(slope値、offset値)は下記の高次プロダクトフォーマット説明書をご覧ください。
https://gportal.jaxa.jp/gpr/assets/mng_upload/GCOM-C/SGLI_Higher_Level_Product_Format_Description_jp.pdf


